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研修の詳しい内容は HP「ac-tax.jp」でどうぞ 

【
い
つ
？
ど
の
よ
う
な
流
れ
で
決
ま
る
の
？
】 

 

毎
年
変
わ
る
税
制
は
八
～
九
月
頃
に
、
各
省
庁
や
経
済
団
体
か
ら

税
制
改
正
に
対
す
る
要
望
な
ど
が
出
さ
れ
ま
す
。
次
に
税
制
調
査

会
が
こ
れ
ら
を
と
り
ま
と
め
ま
す
。
そ
し
て
、
小
委
員
会
や
総
会

で
議
論
が
さ
れ
て
、
十
二
月
に
税
制
改
正
の
原
案
で
あ
る

「税
制

改
正
の
大
綱

（た
い
こ
う
）
」
が
出 

来
上
が
り
ま
す
。
そ
の
後
、
閣
議
決 

定
が
さ
れ
、
翌
年

一
月
の
通
常
国
会 

で
法
案
が
提
出
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て 

国
会
で
審
議
が
行
わ
れ
て
三
月
末
ま 

で
に
改
正
法
が
成
立
す
る
と
い
う
の 

が

一
般
的
な
流
れ
で
す
。 

例
え
ば
平
成
二
十
八
年
度
の
改
正
法
案
は
、
提
出
が
平
成
二
十
八

年
二
月
五
日
、
成
立
三
月
二
十
九
日
、
公
布
三
月
三
十

一
日
。 

平
成
二
十
七
年
度
に
お
い
て
は
、
提
出
が
平
成
二
十
七
年
二
月
十

七
日
、
成
立
と
公
布
が
三
月
三
十

一
日
と
い
ず
れ
も
公
布
直
前
の

成
立
で
し
た
。
四
月

一
日
に
施
行
さ
れ
る
法
律
は
多
く
あ
り
ま
す

が
、
過
去
に
は
施
行
日
に
成
立
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
と
い
う
年

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
は
、
さ
か
の
ぼ

っ
て
法
律
が
適
用
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
予
定
通
り
に
成
立
し
公
布
さ
れ
た
場
合
で
も
、
さ
か

の
ぼ

っ
て
適
用
さ
れ
る
法
律
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
平

成
二
十
八
年
三
月
三
十

一
日
に
公
布
さ
れ
た

「給
与
所
得
者
に
支

給
す
る
通
勤
手
当
の
非
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
」
が
あ
り
ま

す
。
通
勤
手
当
の
非
課
税
限
度
額
は
、
そ
れ
ま
で
最
高
１
０
万
円

で
し
た
が
１
５
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
最
高
限
度

額
は
公
布
日
を
さ
か
の
ぼ
り
、
平
成
二
十
八
年

一
月

一
日
以
後
に

支
払
わ
れ
る
べ
き
通
勤
手
当
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

いつもお世話になります。4月に日帰りで 

事務所から伊勢研修へ行きました。4月か

らの新入社員と 3 月で退職しました安も

含めた研修。一応は研修という名目なの

で新人であってもお客さん扱いはせず、

事前の下調べや大よそのスケジュール管

理も任せました。未だ慣れない環境下で

ずっと年上の先輩達に囲まれ、そのプレ

ッシャーはかなりだったと思います。 

李です。事務所で行った伊勢神宮の帰り、おはらい町・おかげ横丁をぶ～らぶら。

赤福本店でほうじ茶と出来立ての赤福を食べて休憩したあと各自でショッピング

を楽しみました。私は以前から気になっていた「さめのたれ」を販売するお店へ直

行。「さめのたれ」とは、たれ？液体？いえいえ、さめの薄切りをみりんベースの

たれに浸けて干したもので、さっと炙って頂きます。特にクセはなく肉厚でソフト

なエイヒレという感じ。お値段は重さで決まりますが左の写真は 1800 円。高級！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大満商売より小満商売】 

 

北海道では春の息吹を感じ、沖縄では初夏を迎える５月。日本全

国いたるところで体中に力みなぎる季節になりました。 

５月２１日頃は二十四節気の「小満」（しょうまん）にあたります。

小満とは、万物に生気が充満し、果実が実り草木が繁るという意

味で、自然界の全てのものが次第に満ちてくることから小満とい

われます。田畑からの収穫を生活の糧にしていた昔の人にとって、

農作物の出来・不出来は死活問題でした。５月の半ば過ぎは前の

年の秋にまいた麦などに穂がつく頃。無事に穂がつくと「今のと

ころは順調だ。よかった、よかった」とひと安心（少し満足）し

たことが小満の由来のひとつだともされています。 

ところで、二十四節気には「小暑」に対する「大暑」があり、「小

寒」に対する「大寒」があります。しかし「小満」の対になる「大

満」はありません。小満が「ひと安心」なら、大満は「心配事が

何もない満足しきった状態」とでもなるのでしょうか。自然は慈

母のようなやさしい面を持つ一方で、暴君のような怖さも、情け

容赦のない厳しさもあります。今よりずっと自然に寄り添って暮

らしていた昔の人々は、自然の二面性を肌身でしっかり感じてい

たからこそ、暦に大満がないのかもしれないと勝手に想像してみ

ました。 

話を現代に移しましょう。現代人の小満は「ひと安心の少し満足」

ではなく「少々不満」になっているような気がします。今のとこ

ろは順調でもそれだけでは満足できず、先の先まで順調であろう 

としたり不安になったり。待つことを 

嫌い、結果を先に知りたがり、麦の穂 

が出るのは当たり前だと思って感謝を 

忘れてしまう。私たちは知らず知らず 

のうちに大満を追い求めてきたのでは 

ないでしょうか。これが仕事であれば

日々、何の心配もなく十分満たされた「大満商売」は理想的かも

しれません。けれど何事も陰陽、表裏一体だと思えば「ありがた

い、ありがたい」とひと安心して感謝する「小満商売」でありた

いと、薫風に吹かれながら思うのでした。 

 
今月の教えてキーワード：【ｉＤｅＣｏ（イデコ）】 

確
定
拠
出
年
金
法

に
基
づ
い
て
実
施

さ
れ
て
い
る
私
的

年
金
制
度
の
こ
と
。

確
定
拠
出
年
金
は

加
入
者
が
自
ら
金

融
商
品
な
ど
を
選

び
、
そ
の
運
用
成
果

に
よ

っ
て
将
来
的

に
受
け
取
る
年
金

の
額
が
変
わ
る
。
主

に
会
社
が
掛
け
金

を
拠
出
す
る
「企
業

型
」
と
個
人
が
加
入

す
る

「個
人
型
」
が

あ
り
、
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ

は
個
人
型
の
総
称
。

従
来
、
加
入
対
象
者

が
自
営
業
者
や

一

部
の
会
社
員
に
限

定
さ
れ
て
い
た
が
、

２
０
１
７
年
１
月

に
専
業
主
婦
や
公

務
員
も
加
入
で
き

る
よ
う
に
な
り
加

入
者
は
増
加
傾
向

に
あ
る
。 

努力は【天命】 
     

   さえも変える 

 

啓蒙思想家・教育者である福澤諭

吉の言葉。努力とは自覚がないく

らい一所懸命に全身全霊をささ

げること。すると突然、自分の役

割や使命が見えてくるのだろう。 

 

[新 人 紹 介] 

初めまして、このたび 4月より

新しく入社しました 夏原一馬

(なつはらかずま)と申します。

この事務所に入るまでは、大原簿

記法律専門学校にて公認会計士

を目指して日々勉強をしており

ました。新社会人ということでま

だまだ至らない点もございます

が、事務所の一員として事務所内

を盛り上げていき、お客様のお役

に立てるよう、精一杯努力してい

きたいと思っております。よろし

くお願いいたします。 


